
1.今井二丁目一号橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

2
9
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
8
′

2
6
.0

0
″

3
5
.4

4
1
3
9
,1

3
9
.9

7
3
8
9

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

そ
の

他
Ⅱ

腐
食

、
欠

損
、

土
砂

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
3
m

6
.5

5
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

今
井

二
丁

目
一

号
橋

長
浦

4
号

線
袖

ケ
浦

市
長

浦
5
8
0
-
7
7地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
イ

マ
イ

ニ
チ

ョ
ウ

メ
イ

チ
ゴ

ウ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.2

今
井

背
後

水
路

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

1
 支

承
本

体
1
0
1

P
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

2
～

4
 伸

縮
,排

水
装

置

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

支
承

部
に

土
砂

詰
ま

り
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

1 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

支
承

部
】

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】

そ
の

他
(排

水
ま

す
)

】
そ

の
他

(排
水

管
)

】

写
真
1

写
真
2

支
承
本

体
Bh
1
01

土
砂
詰

ま
り

伸
縮

装
置

Ej
0
2

変
形
・
欠

損

写
真
3

排
水

ま
す

D
r
01

土
砂
詰

ま
り

写
真
4

排
水
管

D
o0
2

腐
食
,変

形
・

欠
損

1 - 2



2.蔵波居下橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

3
3
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
8
′

3
6
.0

0
″

3
5
.4

4
2
5
,1

3
9
.9

7
6
6
7

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

そ
の

他
Ⅱ

凹
凸

、
変

形
・
欠

損
 等

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
3
m

6
.5

3
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

蔵
波

居
下

橋
長

浦
8
号

線
袖

ケ
浦

市
長

浦
5
8
0
-
1
7
9地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ク

ラ
ナ

ミ
イ

シ
タ

バ
シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.2

今
井

背
後

水
路

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

1
 支

承
本

体
1
0
1

P
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

2
～

4
 伸

縮
,舗

装
,排

水
管

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

支
承

部
に

土
砂

詰
ま

り
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

2 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

支
承

部
】

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(排
水

管
)

】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

支
承

本
体

B
h1
01

土
砂

詰
ま

り
伸
縮

装
置

E
j0
2

変
形
・

欠
損

舗
装

P
m0
1

路
面

の
凹
凸

排
水
管

D
p0
1

腐
食
,防

食
機

能
の

劣
化

2 - 2



3.今井二丁目二号橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

3
8
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
8
′

5
0
.0

0
″

3
5
.4

4
3
8
9
,1

3
9
.9

8
0
5
6

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

そ
の

他
Ⅱ

凹
凸

、
変

形
・
欠

損
 等

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
3
m

6
.5

4
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

2
～

4
 伸

縮
､舗

装
､排

水
管

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

支
承

部
に

土
砂

詰
ま

り
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

写
真

1
 支

承
本

体
2
0
1

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

4
今

井
背

後
水

路
有

一
般

道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

今
井

二
丁

目
二

号
橋

今
井

二
丁

目
5
号

線
袖

ケ
浦

市
長

浦
5
8
0
-
9
9地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
イ

マ
イ

ニ
チ

ョ
ウ

メ
ニ

ゴ
ウ

キ
ョ

ウ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

3 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

支
承

部
】

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(排
水

管
)

】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

支
承
本

体
Bh
2
01

土
砂
詰

ま
り

伸
縮

装
置

E
j0
1

変
形
・

欠
損
、

漏
水

・
帯
水

舗
装

P
m0
1

路
面

の
凹
凸
(
h=
3
0m
m
)

排
水
管

D
o0
1

腐
食
,防

食
機

能
の

劣
化

3 - 2



4.今井二丁目三号橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

4
3
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
9
′

0
0
.0

0
″

3
5
.4

4
5
2
8
,1

3
9
.9

8
3
3
3

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

そ
の

他
Ⅱ

腐
食

、
欠

損
 等

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
3
m

6
.0

1
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

今
井

二
丁

目
三

号
橋

今
井

二
丁

目
1
号

線
袖

ケ
浦

市
今

井
2
丁

目
1
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
イ

マ
イ

ニ
チ

ョ
ウ

メ
サ

ン
ゴ

ウ
キ

ョ
ウ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.2

今
井

背
後

水
路

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

1
 支

承
本

体
1
0
1

P
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

2
～

4
 防

護
柵

,舗
装

,排
水

管

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

支
承

部
に

土
砂

詰
ま

り
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

4 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

支
承

部
】

そ
の

他
(防

護
柵

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(排
水

管
)

】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

支
承
本

体
Bh
1
01

土
砂
詰

ま
り

防
護

柵
G
f
01

腐
食
,防

食
機
能

の
劣

化

舗
装

P
m
01

路
面
の

凹
凸

排
水
管

D
o0
1

腐
食
,防

食
機

能
の

劣
化

4 - 2



5.坂戸市場観音谷橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
5
′

5
9
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
6
′

5
7
.0

0
″

3
5
.4

3
3
0
6
,1

3
9
.9

4
9
1
7

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅱ
剥

離
・
鉄

筋
露

出

横
桁

床
版

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

路
面

の
凹

凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

3
m

3
.6

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

坂
戸

市
場

観
音

谷
橋

坂
戸

市
場

1
号

線
袖

ケ
浦

市
坂

戸
市

場
7
3
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
サ

カ
ド

イ
チ

バ
カ

ン
ノ

ン
タ

ニ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

1
奈

良
輪

第
一

雨
水

幹
線

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

1
 主

桁
0
4

P
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

2
 舗

装
0
1

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

主
桁

端
部

に
鉄

筋
露

出
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

5 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

上
部

構
造

(主
桁

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】

】
】

写
真
1

写
真
2

主
桁

M
g0
4

剥
離

・
鉄
筋

露
出

舗
装

P
m0
1

路
面

の
凹
凸

5 - 2



6.飯富上池下橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
5
′

1
2
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
9
′

3
4
.0

0
″

3
5
.4

2
,1

3
9
.9

9
2
78

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

頂
版

Ⅰ

側
壁

Ⅰ

底
版

Ⅰ

翼
壁

継
手

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
8
5年

1
1
m

1
5
.3

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

溝
橋

(ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
)本

体橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

飯
富

上
池

下
橋

飯
富

上
泉

線
袖

ケ
浦

市
飯

富
2
3
6
6地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
イ

イ
ト

ミ
カ

ミ
イ

ケ
シ

タ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

河
川

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

現
場

打
ち

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
が

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

6 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

6 - 2



7.大橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

2
3
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

0
5
.0

0
″

3
5
.4

0
6
3
9
,1

4
0
.0

3
4
7
2

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
1年

3
4
m

5
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

プ
レ

テ
ン

T
桁

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

､張
出

式
橋

脚
1
基

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
が

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

3
松

川
有

一
般

道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

大
橋

上
泉

１
８

号
線

袖
ケ

浦
市

永
地

1
4
7
4地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
オ

オ
ハ

シ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

7 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

7 - 2



8.昭和橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

1
7
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

0
3
.0

0
″

3
5
.4

0
4
7
2
,1

4
0
.0

3
4
1
7

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

腐
食

、
脱

落
、

凹
凸

 等

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
0年

2
5
m

5
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

プ
レ

テ
ン

中
空

床
版

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

､張
出

式
橋

脚
1
基

写
真

1
～

3
 防

護
柵

,舗
装

,排
水

管

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

排
水

管
に

孔
食

を
伴

う
腐

食
、

防
護

柵
に

ボ
ル

ト
の

脱
落

、
舗

装
に

凹
凸

が
見

ら
れ

る
が

、
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

2
松

川
有

一
般

道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

昭
和

橋
野

里
永

地
線

袖
ケ

浦
市

永
地

8
0
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
シ

ョ
ウ

ワ
バ

シ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

8 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(防

護
柵

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】

そ
の

他
(排

水
管

)
】

】

写
真
1

写
真
2

防
護
柵

G
f0
1

ゆ
る
み
・

脱
落

舗
装

P
m
01

路
面
の

凹
凸

写
真

写
真
3

排
水
管

D
p
02

腐
食

、
防
食

機
能

の
劣
化

8 - 2



9.野里塩辛橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
3
′

4
2
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

2
0
.0

0
″

3
5
.3

9
5
,1

4
0
.0

3
8
89

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

舗
装

の
異

常
、

欠
損

、
土

砂

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

5
m

2
.7

5
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

野
里

塩
辛

橋
横

田
8
号

線
袖

ケ
浦

市
野

里
4
6
3
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ノ

ザ
ト

シ
オ

カ
ラ

バ
シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

平
岡

大
排

水
路

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

R
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

1
,2

 舗
装

0
1
、

写
真

3
 そ

の
他

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

舗
装

に
ひ

び
わ

れ
、

土
砂

堆
積

、
視

線
誘

導
標

に
欠

損
が

見
ら

れ
る

が
、

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

9 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

そ
の

他
(そ

の
他

)
】

】

写
真
1

写
真
2

舗
装

P
m0
1
 舗

装
の

異
常

舗
装

P
m0
1 
土
砂

詰
ま
り

写
真
3

そ
の
他

(視
線

誘
導

標
)

変
形

・
欠
損

9 - 2



10.川原井扇淵橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

5
2
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
4
′

0
5
.0

0
″

3
5
.4

1
4
4
4
,1

4
0
.0

6
8
0
6

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅱ
ひ

び
わ

れ
、

鉄
筋

露
出

、
う

き

横
桁

床
版

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

舗
装

の
欠

損
、

凹
凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

5
m

3
.2

3
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

川
原

井
扇

淵
橋

川
原

井
5
号

線
袖

ケ
浦

市
川

原
井

1
5
9
7地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
カ

ワ
ハ

ラ
イ

オ
ウ

ギ
フ

チ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

7
松

川
有

一
般

道
上

水
道

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

1
,2

 主
桁

0
1

R
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

3
,4

 舗
装

0
1

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

主
桁

に
鉄

筋
露

出
､ひ

び
わ

れ
等

が
見

ら
れ

る
。

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

が
、

予
防

保
全

の
観

点
か

ら
措

置
を

講
ず

る
こ

と
が

望
ま

し
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

10 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

上
部

構
造

(主
桁

)
】

上
部

構
造

(主
桁

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

主
桁

M
g
01

ひ
び
わ

れ
主

桁
M
g0
1

剥
離

・
鉄
筋
露
出

、
う
き

舗
装

P
m0
1

そ
の

他
(舗

装
の
欠

損
)

写
真
4

舗
装

P
m0
1

路
面

の
凹
凸

10 - 2



11.台橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
2
′

5
1
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

0
6
.0

0
″

3
5
.3

8
0
8
3,

1
4
0
.0

3
5

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

脱
落

、
凹

凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
7
m

8
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

台
橋

百
目

木
下

内
橋

線
袖

ケ
浦

市
百

目
木

1
8
2
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ダ

イ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
.1

9
武

田
川

有
一

般
道

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

P
C

単
純

プ
レ

テ
ン

床
版

橋
、

不
明

写
真

1
 防

護
柵

、
写

真
2
 舗

装

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

防
護

柵
に

ナ
ッ

ト
の

脱
落

、
舗

装
に

段
差

が
見

ら
れ

る
が

、
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

11 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(防

護
柵

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】

】
】

写
真
1

写
真
2

防
護
柵

G
f0
1

ゆ
る
み
・

脱
落

舗
装

P
m0
1

路
面

の
凹
凸

11 - 2



12.百目木芝山橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
2
′

5
0
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

3
7
.0

0
″

3
5
.3

8
0
5
6
,1

4
0
.0

4
3
6
1

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

腐
食

、
舗

装
の

異
常

 等

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
0
m

6
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

百
目

木
芝

山
橋

百
目

木
1
号

線
袖

ケ
浦

市
百

目
木

1
1
6
8
-
4地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ド

ウ
メ

キ
シ

バ
ヤ

マ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

4
武

田
川

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

P
C

単
純

プ
レ

テ
ン

床
版

橋
、

不
明

写
真

1
～

4
 伸

縮
,舗

装
,排

水
装

置

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

伸
縮

装
置

に
欠

損
、

変
形

、
排

水
管

に
孔

食
を

伴
う

腐
食

が
見

ら
れ

る
が

、
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

12 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

そ
の

他
(排

水
ま

す
)

】
そ

の
他

(排
水

管
)

】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

伸
縮

装
置

E
j
01

変
形
・

欠
損

舗
装

P
m0
1

舗
装

の
異
常

排
水

ま
す

D
r
01

土
砂
詰

ま
り

排
水

管
Do
0
2

腐
食

12 - 2



13.常盤橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
2
′

3
5
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

1
4
.0

0
″

3
5
.3

7
6
3
9
,1

4
0
.0

3
7
2
2

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

欠
損

、
舗

装
の

異
常

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
7
2年

6
m

5
.2

3
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

常
盤

橋
百

目
木

下
内

橋
線

袖
ケ

浦
市

百
目

木
6
3
0
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ト

キ
ワ

バ
シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

4
常

盤
川

有
一

般
道

水
道

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

R
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

写
真

1
 伸

縮
装

置
、

写
真

2
 舗

装

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

伸
縮

装
置

に
欠

損
、

舗
装

の
異

常
が

見
ら

れ
る

が
、

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

終
点

側
起

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

13 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

】
】

写
真
1

写
真
2

伸
縮

装
置

E
j
01

変
形
・

欠
損

舗
装

P
m0
1

舗
装

の
異
常

13 - 2



14.吉野田高田橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
1
′

5
6
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
0
′

3
5
.0

0
″

3
5
.3

6
5
5
6
,1

4
0
.0

0
9
7
2

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅱ
腐

食

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅱ
土

砂
堆

積

支
承

部
Ⅱ

腐
食

、
変

形
・
欠

損

そ
の

他
Ⅱ

脱
落

、
路

面
の

凹
凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

1
0
m

2
.5

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

鋼
単

純
H

型
鋼

桁
、

不
明

写
真

4
～

6
 防

護
柵

,伸
縮

,舗
装

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

桁
端

部
の

鋼
部

材
に

腐
食

等
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

写
真

3
 ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

2
0
1

写
真

1
 主

桁
0
1

写
真

2
 竪

壁
0
1

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

4
槍

水
川

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

吉
野

田
高

田
橋

吉
野

田
3
号

線
袖

ケ
浦

市
吉

野
田

2
0
6
-
5地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ヨ

シ
ノ

ダ
タ

カ
ダ

バ
シ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

終
点

側
起

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

14 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

上
部

構
造

(主
桁

)
】

下
部

構
造

】

支
承

部
】

そ
の

他
(防

護
柵

)
】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

主
桁

M
g0
1

腐
食

,防
食
機

能
の

劣
化

竪
壁

A
c
01
 
そ
の

他
(
土
砂

堆
積
)

ア
ン
カ

ー
ボ
ル

ト
Ba
2
0
1
 腐

食
,変

形
・

欠
損

防
護

柵
Gf
0
2
 ゆ

る
み
・

脱
落

14 - 2



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

】
】

写
真
5

写
真
6

伸
縮

装
置

E
j
02

路
面
の

凹
凸

舗
装

P
m0
1 
路
面

の
凹
凸

14 - 3



15.長作橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
1
′

4
5
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
0
′

2
9
.0

0
″

3
5
.3

6
2
5
,1

4
0
.0

0
8
0
6

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅲ
腐

食

横
桁

Ⅲ
腐

食

床
版

Ⅲ
腐

食
､欠

損

下
部

構
造

Ⅱ
土

砂
堆

積

支
承

部
Ⅲ

腐
食

そ
の

他
Ⅲ

凹
凸

、
脱

落
、

漏
水

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅲ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

5
m

4
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

長
作

橋
上

宮
田

1
号

線
袖

ケ
浦

市
吉

野
田

1
2
3
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ナ

ガ
サ

ク
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

5
槍

水
川

有
一

般
道

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

4
 ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

1
0
2

写
真

1
 主

桁
0
3

写
真

2
 横

桁
0
1

写
真

3
 床

版
0
1

写
真

7
 竪

壁
0
1

鋼
床

版
単

純
H

桁
橋

、
不

明

写
真

5
,6

 伸
縮

装
置

0
2

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

鋼
部

材
に

板
厚

減
少

を
伴

う
腐

食
が

見
ら

れ
る

。
橋

梁
構

造
の

安
全

性
の

観
点

か
ら

早
期

に
措

置
を

講
ず

べ
き

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

15 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

Ⅲ

【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

上
部

構
造

(主
桁

)
】

上
部

構
造

(横
桁

)
】

上
部

構
造

(床
版

)
】

支
承

部
】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

主
桁

M
g
03

腐
食

横
桁

C
r0
1

腐
食

床
版

D
s
02

腐
食
、

欠
損

ア
ン
カ

ー
ボ

ル
ト

B
a1
02

腐
食

15 - 2



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

Ⅲ

【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(伸
縮

装
置

)
】

下
部

構
造

】
】

写
真
5

写
真
6

伸
縮

装
置

E
j0
2

そ
の
他
(
エ

ラ
ス
タ

イ
ト

の
脱
落

)、
漏

水
・

滞
水

写
真
3

伸
縮
装

置
Ej
0
2

路
面
の
凹

凸

竪
壁

A
c0
1

そ
の

他
(土

砂
堆
積

)

15 - 3



16.宮田橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
1
′

2
4
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
0
′

4
4
.0

0
″

3
5
.3

5
6
6
7
,1

4
0
.0

1
2
2
2

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

路
面

の
凹

凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
6年

1
9
m

5
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

プ
レ

テ
ン

T
桁

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

写
真

1
 舗

装
0
1

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

舗
装

に
段

差
が

見
ら

れ
る

が
、

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

水
道

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

3
槍

水
川

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

宮
田

橋
下

宮
田

上
宮

田
線

袖
ケ

浦
市

下
宮

田
8
7
-
3地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ミ

ヤ
タ

バ
シ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

16 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(舗

装
)

】
】

】
】

写
真
1

舗
装

P
m
01

路
面
の

凹
凸

16 - 2



17.扇渕橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

5
3
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
3
′

5
8
.0

0
″

3
5
.4

1
4
7
2
,1

4
0
.0

6
6
1
1

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅱ
土

砂
堆

積

支
承

部
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

そ
の

他
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
1年

1
4
m

1
0
.1

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

扇
渕

橋
川

原
井

金
堀

台
線

袖
ケ

浦
市

川
原

井
5
6
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
オ

オ
ギ

ブ
チ

バ
シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

4
松

川
有

一
般

道
用

水
管

、
電

力
管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

写
真

1
 支

承
本

体
1
0
1

写
真

1
 竪

壁
0
1

P
C

単
純

T
桁

橋
、

不
明

写
真

2
 舗

装
、

写
真

3
 排

水
ま

す

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

橋
台

、
支

承
本

体
に

土
砂

詰
ま

り
が

見
ら

れ
る

。
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
望

ま
し

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

17 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

支
承

部
】

そ
の

他
(舗

装
)

】

そ
の

他
(排

水
ま

す
)

】
】

写
真
1

写
真
2

支
承

本
体

B
h1
01

土
砂

詰
ま

り
、
竪

壁
Ac
0
1

そ
の

他
(
土
砂

堆
積

)
舗
装

P
m0
1

土
砂

詰
ま
り

写
真
3

排
水

ま
す

D
r
01

土
砂
詰

ま
り

17 - 2



18.上泉跨道橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
5
′

2
6
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

4
1
.0

0
″

3
5
.4

2
3
8
9
,1

4
0
.0

4
4
7
2

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

土
砂

詰
ま

り

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
0
1年

4
0
m

9
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

上
泉

跨
道

橋
飯

富
上

泉
線

袖
ケ

浦
市

上
泉

1
7
6
4
-
1
2
0地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
カ

ミ
イ

ズ
ミ

コ
ド

ウ
キ

ョ
ウ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

6
主

要
地

方
道

　
千

葉
鴨

川
線

有
一

般
道

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

P
C

単
純

ポ
ス

テ
ン

T
桁

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

写
真

1
～

3
 舗

装
,排

水
装

置

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

排
水

管
全

体
に

土
砂

詰
ま

り
(点

検
時

に
打

音
で

確
認

)、
排

水
ま

す
、

舗
装

に
土

砂
詰

ま
り

が
見

ら
れ

る
が

、
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

18 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(排
水

ま
す

)
】

そ
の

他
(排

水
管

)
】

】

写
真
1

写
真
2

舗
装

P
m
01

土
砂
詰

ま
り

排
水

ま
す

Dr
0
1

土
砂
詰
ま

り

写
真
3

排
水

管
D
p
02

土
砂

詰
ま
り

18 - 2



19.宮田大橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
1
′

4
1
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
0
′

3
6
.0

0
″

3
5
.3

6
1
3
9,

1
4
0
.0

1

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

漏
水

、
欠

損
、

土
砂

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
8年

1
1
9
m

1
0
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

宮
田

大
橋

吉
野

田
上

宮
田

線
袖

ケ
浦

市
下

宮
田

3
0
-
2地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ミ

ヤ
タ

オ
オ

ハ
シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

3
槍

水
川

有
一

般
道

電
力

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

鋼
2
径

間
連

続
鈑

桁
橋

・
鋼

3
径

間
連

続
鈑

桁
橋

、
逆

T
式

橋
台

2
基

､張
出

式
橋

脚
5
基

写
真

1
～

4
 伸

縮
,舗

装
,排

水
管

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

伸
縮

装
置

に
欠

損
、

漏
水

、
排

水
管

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

部
に

欠
損

が
見

ら
れ

る
が

、
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

19 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(伸
縮

装
置

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(排
水

管
)

】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

伸
縮

装
置

E
j
02

漏
水
・

滞
水

伸
縮

装
置

Ej
0
2

変
形
・
欠

損

舗
装

P
m
02

土
砂
詰

ま
り

排
水

管
D
o
01

変
形

・
欠
損

19 - 2



20.高須臨海橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

2
8
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

2
7
.0

0
″

3
5
.4

4
1
1
1
,1

3
9
.9

5
7
5

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

変
形

、
舗

装
の

異
常

 等

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
0
1年

3
7
m

3
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

高
須

臨
海

橋
高

須
南

袖
自

転
車

道
線

袖
ケ

浦
市

奈
良

輪
2
4
5
7
-
2地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
タ

カ
ス

リ
ン

カ
イ

バ
シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.2

3
東

京
湾

有
一

般
道

水
道

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

鋼
床

版
鈑

桁
橋

(下
路

式
)、

逆
T
式

橋
台

2
基

写
真

1
～

6
 伸

縮
装

置
,舗

装

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

伸
縮

装
置

か
ら

桁
下

へ
の

漏
水

、
ゴ

ム
材

の
欠

損
、

舗
装

に
ひ

び
わ

れ
、

欠
損

が
見

ら
れ

る
が

、
道

路
橋

の
機

能
に

支
障

は
生

じ
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

20 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(伸
縮

装
置

)
】

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

伸
縮

装
置

E
j
01

変
形
・

欠
損
,
漏

水
・

滞
水

舗
装

P
m0
1

舗
装

の
異
常
(
欠

損
)

伸
縮

装
置

E
j
01

漏
水
・

滞
水

伸
縮

装
置

E
j0
1

変
形
・
欠

損

20 - 2



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

そ
の

他
(舗

装
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

写
真
5

写
真
6

舗
装

P
m
01

舗
装
の

異
常
(
ひ

び
わ
れ

)
舗

装
P
m0
1

そ
の

他
(植

生
)

20 - 3



21.三俣橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
5
′

0
7
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

2
1
.0

0
″

3
5
.4

1
8
6
1
,1

3
9
.9

5
5
8
3

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
8年

3
6
m

6
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

三
俣

橋
神

納
７

号
線

袖
ケ

浦
市

神
納

1
2
8
4
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ミ

ツ
マ

タ
バ

シ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

2
浮

戸
川

有
一

般
道

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

P
C

単
純

ポ
ス

テ
ン

中
空

床
版

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

21 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

21 - 2



22.神納一号跨道橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
5
′

3
4
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
8
′

3
5
.0

0
″

3
5
.4

2
6
1
1
,1

3
9
.9

7
6
3
9

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅱ
剥

離
・
鉄

筋
露

出
、

う
き

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

脱
落

、
路

面
の

凹
凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅱ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
5年

4
7
m

4
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

斜
材

付
変

形
π

型
ラ

ー
メ

ン
橋

、
小

橋
台

2基
、

壁
式

橋
脚

2基

写
真

3
 防

護
柵

、
写

真
4
 舗

装

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

主
桁

に
う

き
、

鉄
筋

露
出

が
見

ら
れ

る
。

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

が
、

予
防

保
全

の
観

点
か

ら
措

置
を

講
ず

る
こ

と
が

望
ま

し
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

写
真

1
､2

 主
桁

0
1

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

1
代

宿
神

納
線

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

神
納

一
号

跨
道

橋
神

納
１

９
号

線
袖

ケ
浦

市
神

納
2
8
7
9地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
カ

ン
ノ

ウ
イ

チ
ゴ

ウ
コ

ド
ウ

キ
ョ

ウ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

22 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

上
部

構
造

(主
桁

)
】

上
部

構
造

(主
桁

)
】

そ
の

他
(防

護
柵

)
】

そ
の

他
(舗

装
)

】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

主
桁

M
g0
1

剥
離

・
鉄
筋
露

出
、

う
き

※
う

き
は

、
た

た
き
落

と
し

を
実

施
し
た

が
落

ち
な

か
っ
た

。

防
護
柵

G
f0
2

ゆ
る
み
・

脱
落

舗
装

P
m0
1

路
面

の
凹
凸

主
桁

M
g
01

剥
離
・

鉄
筋
露

出
、

う
き

※
う
き

は
、

た
た
き

落
と
し
を

実
施

し
た
が

落
ち
な

か
っ

た
。

鉄
筋

シ
ー

ス
管
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23.神納二号跨道橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
5
′

3
5
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
8
′

3
1
.0

0
″

3
5
.4

2
6
3
9
,1

3
9
.9

7
5
2
8

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

欠
損

、
土

砂
詰

ま
り

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
9
9年

3
6
m

4
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

神
納

二
号

跨
道

橋
神

納
１

９
号

線
袖

ケ
浦

市
神

納
2
9
5
7
-
9地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
カ

ン
ノ

ウ
ニ

ゴ
ウ

コ
ド

ウ
キ

ョ
ウ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

1
南

袖
大

野
台

線
有

一
般

道
不

明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

P
C

斜
材

付
変

形
π

型
ラ

ー
メ

ン
橋

、
小

橋
台

2基
、

壁
式

橋
脚

2基

写
真

1
 伸

縮
装

置
、

写
真

2
 舗

装

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

舗
装

に
土

砂
詰

ま
り

、
伸

縮
装

置
の

シ
ー

ル
材

に
欠

損
が

見
ら

れ
る

が
、

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

23 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(伸

縮
装

置
)

】
そ

の
他

(舗
装

)
】

】
】

写
真
1

写
真
2

伸
縮

装
置

E
j
01

変
形
・

欠
損

舗
装

P
m0
1

土
砂

詰
ま
り

23 - 2



24.新富橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

4
1
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
9
′

2
5
.0

0
″

3
5
.4

1
1
3
9
,1

3
9
.9

9
0
2
8

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
0
1年

1
8
m

6
.5

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

プ
レ

テ
ン

中
空

床
版

橋
、

不
明

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

不
明

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

2
浮

戸
川

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

新
富

橋
飯

富
３

０
号

線
袖

ケ
浦

市
飯

富
1
6
3
5
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
シ

ン
ト

ミ
バ

シ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面
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別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】
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25.ボックスカルバ－ト⑥



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

3
7
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
0
′

3
3
.0

0
″

3
5
.4

1
0
2
8
,1

4
0
.0

0
9
1
7

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

4
m

7
.2

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

R
C

単
純

床
版

橋
、

不
明

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

水
路

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
－

ト
⑥

飯
富

2
2
号

線
袖

ケ
浦

市
大

曽
根

3
9
1
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

ロ
ク

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

25 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

25 - 2



26.ボックスカルバ－ト⑤



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

5
9
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
9
′

3
2
.0

0
″

3
5
.4

1
6
3
9
,1

3
9
.9

9
2
2
2

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

頂
版

Ⅰ

側
壁

Ⅰ

底
版

Ⅰ

翼
壁

継
手

Ⅰ

そ
の

他
Ⅱ

舗
装

の
異

常

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

4
m

6
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

溝
橋

(ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
)本

体橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
－

ト
⑤

飯
富

2
9
号

線
袖

ケ
浦

市
飯

富
1
6
3
5
-
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

ゴ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

水
路

有
一

般
道

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

P
C

aボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

写
真

1
 舗

装
0
1

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

舗
装

に
ひ

び
わ

れ
が

見
ら

れ
る

が
、

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

26 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(舗

装
)

】
】

】
】

写
真
1

舗
装

P
m
01

舗
装
の

異
常

26 - 2



27.ボックスカルバ－ト①



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

2
1
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

4
0
.0

0
″

3
5
.4

3
9
1
7
,1

3
9
.9

6
1
1
1

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

頂
版

Ⅰ

側
壁

Ⅰ

底
版

Ⅰ

翼
壁

継
手

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

3
m

7
.8

5
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

現
場

打
ち

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

上
水

道

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

溝
橋

(ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
)本

体橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
－

ト
①

奈
良

輪
2
2
号

線
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

2
5
2
0地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

イ
チ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

5
奈

良
輪

第
一

雨
水

幹
線

有
一

般
道

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

27 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

27 - 2



28.ボックスカルバ－ト②



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

2
0
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

4
3
.0

0
″

3
5
.4

3
8
8
9
,1

3
9
.9

6
1
9
4

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

頂
版

Ⅰ

側
壁

Ⅰ

底
版

Ⅰ

翼
壁

継
手

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

不
明

6
m

1
3
.4

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

現
場

打
ち

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

上
水

道
、

ガ
ス

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

溝
橋

(ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
)本

体橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
－

ト
②

奈
良

輪
2
2
号

線
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

2
5
2
3
-
6地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

ニ

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

5
奈

良
輪

第
一

雨
水

幹
線

有
一

般
道

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

28 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

28 - 2



29.（仮称）袖海１号線



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

0
8
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

2
3
.0

0
″

3
5
.4

3
5
5
6
,1

3
9
.9

5
6
3
9

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
1
3年

1
1
m

2
2
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

複
合

門
型

ラ
ー

メ
ン

橋
、

R
C

壁
式

橋
台

2
基

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

汚
水

管
、

ガ
ス

管
、

水
道

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.5

奈
良

輪
第

一
雨

水
幹

線
有

一
般

道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

（
仮

称
）
袖

海
１

号
線

袖
ケ

浦
駅

北
口

線
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

1
6
1
0地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
（
カ

シ
ョ

ウ
）
ソ

デ
ウ

ミ
イ

チ
ゴ

ウ
セ

ン

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

29 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

29 - 2



30.（仮称）袖海２号線



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

0
4
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

1
1
.0

0
″

3
5
.4

3
4
4
4
,1

3
9
.9

5
3
0
6

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
1
3年

1
1
m

2
0
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

複
合

門
型

ラ
ー

メ
ン

橋
、

R
C

壁
式

橋
台

2
基

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

水
道

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

2
奈

良
輪

第
一

雨
水

幹
線

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

（
仮

称
）
袖

海
２

号
線

南
袖

神
納

線
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

1
7
0
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
（
カ

シ
ョ

ウ
）
ソ

デ
ウ

ミ
ニ

ゴ
ウ

セ
ン

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

30 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

30 - 2



31.（仮称）袖海３号線



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

0
6
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

1
7
.0

0
″

3
5
.4

3
5
,1

3
9
.9

5
4
72

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部

そ
の

他
Ⅱ

路
面

の
凹

凸

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
1
3年

1
1
m

6
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

H
鋼

桁
埋

込
R

C
複

合
門

形
ラ

ー
メ

ン
橋

、
単

列
杭

基
礎

形
式

橋
台

2
基

写
真

1
 舗

装
0
1

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

舗
装

に
段

差
が

見
ら

れ
る

が
、

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

2
奈

良
輪

第
一

雨
水

幹
線

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

（
仮

称
）
袖

海
３

号
線

袖
ケ

浦
駅

海
側

1
1
4
号

線
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

1
6
8
7地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
（
カ

シ
ョ

ウ
）
ソ

デ
ウ

ミ
サ

ン
ゴ

ウ
セ

ン

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

終
点

側
起

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

31 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

そ
の

他
(舗

装
)

】
】

】
】

写
真
1

舗
装

P
m
01

路
面
の

凹
凸

31 - 2



32.（仮称）袖海４号線



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
6
′

0
2
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
9
°

5
7
′

0
6
.0

0
″

3
5
.4

3
3
8
9
,1

3
9
.9

5
1
6
7

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

頂
版

Ⅰ

側
壁

Ⅰ

底
版

Ⅰ

翼
壁

継
手

Ⅰ

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
1
5年

9
m

4
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

門
型

カ
ル

バ
ー

ト
(二

次
製

品
)

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

溝
橋

(ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
)本

体橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

（
仮

称
）
袖

海
４

号
線

袖
ケ

浦
駅

海
側

1
2
4
号

線
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

1
7
0
1地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
（
カ

シ
ョ

ウ
）
ソ

デ
ウ

ミ
ヨ

ン
ゴ

ウ
セ

ン

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

2
奈

良
輪

第
一

雨
水

幹
線

有
一

般
道

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

32 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

32 - 2



33.林熊野橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

0
3
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
4
′

3
0
.0

0
″

3
5
.4

0
0
8
3,

1
4
0
.0

7
5

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部
Ⅰ

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
1
6年

1
1
m

6
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

床
版

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
2.

1
2
.1

4
松

川
有

一
般

道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

林
熊

野
橋

林
2
号

線
袖

ケ
浦

市
林

6
7
0
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ハ

ヤ
シ

ク
マ

ノ
ハ

シ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

終
点

側
起

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

33 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

33 - 2



34.向岱跨道橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
4
′

2
8
.0

0
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
2
′

3
1
.0

0
″

3
5
.4

0
7
7
8
,1

4
0
.0

4
1
9
4

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅰ

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅰ

下
部

構
造

Ⅰ

支
承

部

そ
の

他
Ⅰ

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅰ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

2
0
1
5年

3
0
m

2
.0

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

P
C

単
純

ポ
ー

タ
ル

ラ
ー

メ
ン

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

道
路

橋
の

機
能

に
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

6
主

要
地

方
道

千
葉

鴨
川

線
有

一
般

道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

向
岱

跨
道

橋
市

道
上

泉
2
4
号

線
袖

ケ
浦

市
上

泉
7
3
1
地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ム

コ
ウ

ダ
イ

コ
ド

ウ
キ

ョ
ウ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面
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別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

】
】

34 - 2



35.槍水橋側道橋



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

１

橋
梁

名
・
所

在
地

・
管

理
者

名
等

緯
度

3
5
°

2
2
′

3
3
.8

5
″

橋
梁

ID
経

度
1
4
0
°

0
0
′

5
5
.2

9
″

3
5
.3

7
6
0
6
,1

4
0
.0

1
5
3
3

管
理

者
名

路
下

条
件

代
替

路
の

有
無

緊
急

輸
送

道
路

占
用

物
件

（
名

称
）

部
材

単
位

の
診

断
（
各

部
材

毎
に

最
も

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
結

果
を

記
入

）

定
期

点
検

時
に

記
録

応
急

措
置

後
に

記
録

部
材

名
判

定
区

分
（
Ⅰ

～
Ⅳ

）

変
状

の
種

類
（
Ⅱ

以
上

の
場

合
に

記
載

）

応
急

措
置

及
び

判
定

実
施

年
月

日

上
部

構
造

主
桁

Ⅲ
ひ

び
わ

れ
、

鉄
筋

露
出

、
う

き

横
桁

Ⅰ

床
版

Ⅲ
剥

離
・
鉄

筋
露

出

下
部

構
造

Ⅱ
鉄

筋
露

出

支
承

部
Ⅲ

腐
食

そ
の

他
Ⅲ

腐
食

､欠
損

道
路

橋
毎

の
健

全
性

の
診

断
（
判

定
区

分
Ⅰ

～
Ⅳ

）

（
判

定
区

分
）

Ⅲ

全
景

写
真

（
起

点
側

、
終

点
側

を
記

載
す

る
こ

と
）

架
設

年
次

橋
長

幅
員

1
9
6
0年

1
3
m

3
.5

0
m

※
架

設
年

次
が

不
明

の
場

合
は

「
不

明
」
と

記
入

す
る

。

R
C

T
桁

橋
、

逆
T
式

橋
台

2
基

(想
定

)

写
真

7
～

1
0
 排

水
管

､護
岸

 等

定
期

点
検

時
に

記
録

（
所

見
等

）

主
桁

に
ひ

び
わ

れ
、

鉄
筋

露
出

、
う

き
、

支
承

部
に

著
し

い
腐

食
が

見
ら

れ
る

。
橋

梁
構

造
の

安
全

性
の

観
点

か
ら

早
期

に
措

置
を

講
ず

る
こ

と
が

望
ま

し
い

状
態

で
あ

る
。

橋
梁

形
式

写
真

4
 支

承
本

体
1
0
1

写
真

1
 主

桁
0
1
　

写
真

2
 主

桁
0
2

写
真

3
 床

版
0
1

写
真

6
 竪

壁
0
2

無

定
期

点
検

者
開

発
虎

ノ
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(株

)　
漆

畑
　

雄
一

朗

備
考

（
写

真
番

号
、

位
置

等
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

）

応
急

措
置

後
の

判
定

区
分

応
急

措
置

内
容

定
期

点
検

実
施

年
月

日
自

専
道

o
r一

般
道

袖
ケ

浦
市

2
0
2
3.

1
.1

6
槍

水
川

有
一

般
道

橋
梁

名
路

線
名

所
在

地
起

点
側

槍
水

橋
側

道
橋

吉
野

田
4
号

線
袖

ケ
浦

市
吉

野
田

5
8
8
-
2地

先
（
フ

リ
ガ

ナ
）
ヤ

リ
ミ

ズ
ハ

シ
ソ

ク
ド

ウ
キ

ョ
ウ

サ
ン
プ
ル

サ
ン
プ
ル

全
景

起
点

側
終

点
側

起
点

側
よ

り

正
面

35 - 1



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

Ⅲ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅲ

上
部

構
造

(主
桁

)
】

上
部

構
造

(主
桁

)
】

上
部

構
造

(主
桁

)
】

支
承

部
】

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

主
桁

M
g
01

ひ
び
わ

れ
、

剥
離
・

鉄
筋

露
出
、

う
き

床
版

D
s0
1

剥
離

・
鉄
筋
露
出

、
漏

水
・

帯
水

支
承

本
体

B
h1
01

腐
食

主
桁

M
g0
1

ひ
び

わ
れ
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別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

Ⅱ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

そ
の

他
(地

覆
)

】
下

部
構

造
】

そ
の

他
(排

水
管

)
】

そ
の

他
(袖

擁
壁

)
】

写
真
5

地
覆

F
g0
2

剥
離

・
鉄
筋
露
出

袖
擁
壁

W
w0
2

変
形

・
欠

損
、

そ
の
他

(
土
砂
流

入
箇

所
)

胸
壁

A
p0
2

剥
離

・
鉄
筋
露
出

写
真
6

写
真
7

写
真
8

排
水
管

D
p0
2

腐
食

35 - 3



別
紙

２
　

様
式

１
様

式
２

様
式

２
状

況
写

真
（
損

傷
状

況
）

○
部

材
単

位
の

判
定

区
分

が
Ⅱ

、
Ⅲ

又
は

Ⅳ
の

場
合

に
は

、
直

接
関

連
す

る
不

具
合

の
写

真
を

記
載

の
こ

と
。

○
写

真
は

、
不

具
合

の
程

度
が

分
か

る
よ

う
に

添
付

す
る

こ
と

。
【
判

定
区

分
：

Ⅲ
【
判

定
区

分
：

Ⅱ

【
判

定
区

分
：

【
判

定
区

分
：

】
】

そ
の

他
(護

岸
)

】
そ

の
他

(護
岸

)
】

写
真
9

護
岸
(
A
2側

)
変
形

・
欠
損

写
真
1
0

護
岸
(
A
2側

)
変

形
・

欠
損

35 - 4
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